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論 文 内 容 の 要 旨

野生サル類は消化管内に複数の寄生虫を保有していることが多く,サル類の健康に様々な影響を与えている｡これらの寄

生虫はサル種の違い,また生息地域の気候条件の相違などにより極めて多様性に富んでいる｡ 申請論文は日本各地の野生ニ

ホンザル集団の消化管内寄生虫叢の特徴について解析したものである｡ ニホンザルは北海道を除いて日本列島に広く分布す

ること,また日本列島は南北に長く冬季における豪雪地帯や乾燥地帯など各地の気候,環境条件がかなり異なっていること

から,ニホンザルの寄生虫感染の全体像を明らかにするため調査対象地域は日本列島を網羅する餌付けニホンザル及び純野

生ニホンザル集団14群を選定した｡それぞれの群で個体識別を行い,各々の個体の新鮮な排壮便を採取し,ホルマリン･エ

ーテル遠心集卵法により嬬虫卵の検出を試みた｡また静岡の群では猿害捕獲後の解剖個体より腸管内の寄生虫を回収した｡

本研究により以下のことが明らかになった｡

1.調査した全てのニホンザルの群から1-5種の嬬虫卵が検出された｡全体の虫卵陽性率は70-100%であった｡最も普

遍的に見られたのは鞭虫 (Trichuristrichiura)であり,全ての群のサンプルから検出された｡糞線虫 (Strongyloides

fuelleborni)がこれに次ぐ陽性率であり (11群),さらに,胃虫 (St'lePtoPharaguSPigmentatus)は8群から,腸結節虫

(oesophagostomumaculeatum)は7群から検出された｡食道虫 (Gongylonemasp.)と条虫 (Bertiellastuderi)は各々1

群から検出された｡

2.鞭虫卵のみが検出されたのはいずれも冬季に積雪のある日光,志賀の群であった｡下北など他の冬季積雪地帯の群では

2-3種の嬬虫卵が見られた｡最も南に分布する屋久島の群れからは5種の嬬虫が検出された｡全体的には南に分布するニ

ホンザル集団ほど多くの寄生虫種を保有していた｡

3.7群で2種および3種の重複寄生が,また屋久島と幸鳥の2群では4種の重複寄生が見られた｡重複寄生率は南の集団

ほど多い傾向があるように見えた｡

4.幸島群と志賀A群について,寄生率の性差や年齢差についての検討を行い,鞭虫や糞線虫感染の差異を見出した｡

以上の結果から野生ニホンザルに広く蟻虫の感染が見られ,その感染率も高いことが明らかになった｡野生ニホンザルの

寄生虫叢の特徴として,寒冷あるいは積雪地域では寄生虫種は少なく,温暖な地域の集団では寄生虫種が多くかつ重複寄生

率も高いということが言える占この生息地域による違い,特に寒冷地域で寄生虫種が少ないことは,感染のために宿主体外

へ一度は出なければならない多くの嬬虫類にとって,積雪などの気候環境が彼らの分布域を拡大することを抑制してきたた

めと考えられた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

野生サル類の寄生虫感染は生息地域の気候条件,環境条件により極めて多様な様相を呈している｡ 例えば,熱帯地域のカ

ニクイザルでは最も多くの寄生虫種が同定され,亜熱帯地域に生息するタイワンザルでも寄生虫種はニホンザルに比べて多

くなっている｡ サル類の健康状態のみならず,彼らがその生息地域にどのように適応しているのかを明らかにしていくため
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にも,各地域の寄生虫叢の実体を明らかにしていくことが重要である｡ 申請者はニホンザルの14の群について,現時点では

最も信頼性のおけるホルマリン･エーテル遠心法による虫卵検出により寄生虫感染の広範な調査を行い,ニホンザル寄生虫

叢の特徴について主として気候条件と関連づけた仮説を提唱したものである｡ この仮説は南北に長く温暖地から寒冷地まで

含む日本列島とそこに生息するニホンザルの寄生虫感染を総括町 子説明するものとして評価できるとともに,将来この研究

結果を亜熱帯域,熱帯域に生息する同じマカカ属サルでの調査結果との比較考察することにより,サル類と寄生虫相互の進

化史を明らかにしていくための一歩として重要である｡

さらに,従来ニホンザルの寄生虫感染研究は研究成果の殆どが和文による調査の一例報告であった｡英文報告もなされて

いるが飼育施設移入後の調査結果であり自然状態を正確に反映するものとは言い難かった｡ すなわち,これまでは野生こホ

ンザルでの寄生虫感染を広く国際的に紹介する努力がなされてこなかった｡これらのことから申請者が本研究成果を英文雑

誌に発表予定 (印刷中)であることは大いに評価できる｡

息するサル類との比較検討が望まれるが,申請論文はニホンザルの寄生虫叢に関する体系だった初めての論文であることか

ら,博士 (理学)の学位を授与するに十分価値あるものと判断された｡

なお,本学位授与申請者は平成12年2月16日に専攻学術と外国語に関する学識確認のための筆答および口演試問,2月18

日に論文内容とそれに関連した事項について口頭試問を受け,合格と認められた｡
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